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第
一
部 

 

日向地蔵尊 
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開
眼
之
疏 

謹
み
敬
っ
て 
来
迎
願
王
阿
弥
陀
如
来 

発
遣
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来 

十
方
三
世
一
切
諸
仏 

極
楽
界
会 

一
切
三
宝

に
申
し
て
言
く 

方
に
今 

本
堂
場
を
荘
厳
し 

香
華
灯
菓
等
を
献
供
し
奉
り 

恭
し
く 

日
向
地
蔵
大
菩
薩 

開
眼
供
養
の
大
法
会
を

厳
修
せ
ん
と
す 

 

抑
々 

日
向
地
蔵
尊
は 

安
政
五
年 
十
月 

陽
泉
亭 

松
村
徳
翁
居
士
の
発
願
に
よ
り 

建
立
せ
ら
れ 

併
せ
て 

小

石
に
一
々
の
経
文
を
記
し 

一
字
一
石 

大
乗
妙
典
之
塔
を
建
立
せ
ら
れ 

永
え
に 

当
町
内
の
信
仰
の
中
心
と 

祀

ら
れ
た
り 

 

途
中 

廃
仏
毀
釈
の
法
難
に
も 

信
篤
く
擁
護
せ
ら
れ 

御
避
難
の
縁
仰
ぎ
て 

そ
の
難
を
免
れ
給
い
た
り 

以
来
堂

宇
新
築
修
繕
を
重
ね 

風
致
清
浄
な
ら
し
め
る
こ
と
幾
星
霜 
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悲
し
い
か
な 

そ
の
荘
厳
は
暁
月 

影
を
漏
ら
し 

風
雨
覆
う
に
耐
え
ざ
る
な
り 

 

か
る
が
故
に 

こ
の
度 

日
向
地
蔵
尊 

堂
宇
の
再
興
を
発
願
し 

当 

吉
祥
院
西
ノ
茶
屋
町
内
会 

小
柴
美
仁
を
実

行
委
員
長 

長
谷
川
善
春
を
副
実
行
委
員
長
に
据
え 

町
内
会
員 

周
辺
住
民 

信
者
等 

勧
め
て
助
力
を
乞
う 

幸
い
な
る
か
な 

志
を
一
に
し
て 

凡
そ
四
ヶ
月
の
時
を
経
て 

工
畢
り 

素
志
満
足
し
て 

今
日
を
以
っ
て 

縁
者

此
処
に
相
集
う
機
会
を
得 
此
れ
歓
喜
に
堪
え
ざ
る
も
の
な
り 

 

是
に
依
り
て 

先
祖
先
亡
よ
り
連
綿
た
る 

菩
薩
報
恩
の
誠
を
尽
く
し
て 

茲
に
開
眼
法
要
の
儀
を
勤
め 

仰
ぎ
願

わ
く
は 

日
向
地
蔵
大
菩
薩 

本
堂
場
に
降
臨
し 

堂
宇
の
無
衰
無
変
の
懇
念
を 

照
鑑
証
知
し 

我
等
が
微
衷
を 

哀
愍
納
受
し
給
わ
ん
事
を
と
爾
云 

 

維
時 

平
成
三
十
年 

五
月 

二
十
七
日 

延
命
山
西
蔵
寺 

現
住 
沙
門 

超
空
宏
祐 

並
び
に 

参
詣
大
衆 

啓
白 
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整
備
完
成
に
あ
た
り 

こ
の
た
び
、
八
十
九
年
ぶ
り
に
日
向
地
蔵
堂
の
修
復
な
ら
び
に
周
辺
敷
地
の
整
備
を
完
成
し
、
平
成
三
十
年
五

月
二
十
七
日
、
導
師
西
蔵
寺
住
職
田
中
様
、
副
導
師
明
吉
寺
住
職
辻
本
様
の
も
と
、
日
向
地
蔵
の
開
眼
法
要
を
無

事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
整
備
事
業
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
っ
た
多
く
の
方
々
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
の
皆
様
、
両
寺
ご
住
職
、
寄
付
や
奉
納
を
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
、
実
行
委
員
の
皆
様
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
将
来
を
見
越
し
て
多
額
の
修
繕
費
を
積
み
立
て
て
い
た
だ
い
た
過
去
の
町
内
会
役
員
の
方
々
に
対
し
て
も
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

今
回
の
整
備
事
業
で
は
、
傷
み
が
激
し
く
傾
い
て
い
た
地
蔵
堂
の
修
復
だ
け
で
な
く
、
敷
地
西
側
擁
壁
の
強
化
、

地
蔵
堂
前
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
、
小
石
仏
群
を
祀
る
屋
根
の
整
備
、
井
戸
水
ポ
ン
プ
の
設
置
、
「
西
国
街
道
」
石
標

の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
風
景
は
刷
新
さ
れ
、
西
国
街
道
を
道
行
く
人
々
が
今
ま
で
以
上
に
足
を

止
め
て
日
向
地
蔵
に
お
参
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
修
復
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。 
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今
年
の
地
蔵
盆
は
、
面
目
を
一
新
し
た
日
向
地
蔵
堂
の
前
で
行
い
ま
す
。
時
代
と
共
に
子
供
た
ち
の
遊
び
は
変

わ
っ
て
も
、
お
地
蔵
さ
ん
の
前
で
楽
し
く
無
邪
気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
子
供
た
ち
の
姿
を
見
て
嬉
し
く
思
う
親
の
気
持
ち
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

日
向
地
蔵
尊
と
大
乗
妙
典
塔
は
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
世
の
平
安
を
願
っ
て
陽
泉
亭
松
村
徳
翁
居

士
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
徳
翁
居
士
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
私
た
ち
も
日
向
地
蔵
尊
と
大
乗
妙
典
塔

を
子
々
孫
々
末
永
く
大
切
に
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
三
十
年
七
月 

日
向
地
蔵
整
備 

実
行
委
員
長 

小
柴
美
仁 
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寄
付
者
御
芳
名 

金
十
五
万
円 

 
小
柴 

美
仁 

金
十
万
円 

 

石
原 
信
男 

 

株
式
会
社 
星
川
鉄
工
所 

 

杉
本
め
っ
き
工
業 

株
式
会
社 

 

岡
田 

一
三 

 

小
柴 

カ
ズ
ヱ 

 

八
木 

康
次 

 

西
村 

俊
治 

 

長
谷
川 

善
春 

 

日
光
タ
イ
ヤ
ー
工
業
所 

小
柴
強 

 

平
塚 

健 

 

西
ノ
茶
屋
町
シ
ル
バ
ー
会 

 

合
名
会
社 

一
秀 

中
塚
雅
和 

    

西
京
区
桂 

平
尾
建
築 

 

金
五
万
円 

 

秋
山 

昌
一 

 

河
口 

浩 

金
三
万
円 

 
cafe & bar Anna

 

田
島
友
子 

金
二
万
円 

 

ト
ヨ
タ
輸
送
中
部 

株
式
会
社 

 

ミ
ハ
ト
ゴ
ム 

株
式
会
社 

 

東 

隆
治 

 

滋
賀
石
油 

株
式
会
社 

 

京
滋
日
冷
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社 

 

奥
村
組
土
木
興
業 

株
式
会
社 

    

池
ノ
内
町 

京
都
中
央
信
用
金
庫 

吉
祥
院
支
店 

    

石
原
上
川
原
町 

株
式
会
社 

伊
藤
商
店 

 

京
都
三
菱
自
動
車
販
売 

株
式
会
社 

 

フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー 

 

洛
王
セ
レ
モ
ニ
ー 

株
式
会
社 
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金1

万
円 

 

東 

政
江 

 

荒
木 

孝 

 
歌
川 

孝 

 
亀
飼 

禮
吉 

 

奥
川 
久
子 

 

桝
本 
直 

 

岩
見 

紀
恵 

 

水
野 

健
太
郎 

 

橋
本 

眞
佐
美 

 

稲
垣 

克
己 

 

樫 

敬
子 

 

平
塚 

智
久 

    

井
ノ
口
町 

美
容
室
つ
く
し 

戸
川
晴
代 

 

安
田 

晃
三 

 

檜
垣 

晃
彦 

 

福
田 

美
智
代 

 

株
式
会
社 

イ
マ
ム
ラ 

    

西
浦
町 

山
本 

武
生 

    

井
ノ
口
町 

乾 

睦
亮 

金
五
千
円 

 

仁
本 

東
甲 

 

岡
田 

光
正 

 

角
田 

康
介 

 

市
田 

雅
志 

 

三
木 

百
合
恵 

 

脇
下 

勝
己 

 

坂
本 

久
榮 

 

清
水 

成
身 

 

中
川 

伊
佐
美 

 

沢
井 

秀
一 

 

片
木 

美
津
子 

 

藤
原 

吉
市 

 

石
垣 

ひ
さ
子 

 

髙
木 

保
典 

    

栗
東
市 

深
尾 

万
里
子 

    

右
京
区
嵯
峨 

大
槻 

さ
と
子 

 

東 

朋
美 

 

東 

俊
之 

 

松
下 

弘
子 
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松
下 

麻
子 

 

辻
川 

光
一 

 

村
岡 

直
樹 

 
吉
田 

長
太
郎 

 
深
見 

敦
彦 

 

檜
垣 
孝 

 

檜
垣 
明 

 

松
田 

琢
磨 

    

宇
治
市 

山
本 

悠
雲 

    

宇
治
市 

山
本 

瑩
子 

    

西
京
区
大
枝 

内
田 

晃
二
郎 

 

小
柴 

祐
太 

 

小
柴 

啓
太 

    

石
原
上
川
原
町 

和
風
料
理
ま
っ
た
く 

橘
川
裕
明 

    

西
浦
町 

坪
井 

健 

 

神
田 

和
美 

 

山
田 

恭
弘 

    

石
原
長
田
町 

境 

春
子 

    

西
浦
町 

山
田 

邦
夫 

    

中
京
区
西
ノ
京 

大
八
木 

美
子 

 

彩
華
ラ
ー
メ
ン 

中
本
安
雄 

 

株
式
会
社 

オ
リ
オ
ン
化
工 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
さ
わ
だ 

    

西
京
区
樫
原 

Karpfen
 

山
川
綾
子 

 

小
柴 

涼
子 

 

小
柴 

昌
隆 

金
三
千
円 

 

岡
本 

一 

金
二
千
五
百
円 

    

中
島
町 

辻
元 

智
枝
子 

    

西
浦
町 

西
田 

文
子 

金
二
千
円 

 

ト
ラ
ッ
ト
リ
ア 

カ
サ
グ
ラ
ン
デ 

金
千
円 

 

匿
名 
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石
標
「
西
国
街
道
」 

    
伏
見
区
横
大
路 

中
川
一
雄 

献
灯
台 

    

池
ノ
内
町 
株
式
会
社 

タ
ナ
カ
テ
ッ
ク 

賽
銭
箱 

 

西
村 
俊
治 

 

小
柴 
強 

鰐
口
紐 

 

小
柴 

美
仁 

 

長
谷
川 

晴
三
（
善
春
） 

井
戸
用
電
動
ポ
ン
プ 

 

稲
垣 

克
己 

手
水
鉢 

    

山
科
区
勧
修
寺 

小
坂
農
園 

手
水
鉢
加
工
・
由
緒
碑
修
理 

 

西
村 

俊
治 

芳
名
板
墨
書 

 

小
柴 

千
裕 

玉
垣
［
寄
付
金
十
万
円
以
上
の
方
］ 

 

小
柴 

美
仁 

 

石
原 

信
男 

 

岡
田 

平
馬
（
一
三
） 

 

小
柴 

仁
一
郎
・
カ
ズ
ヱ 

 

八
木 

康
次
・
弘
子 

 

西
村 

俊
治 

 

長
谷
川 

善
春 

 

日
光
タ
イ
ヤ
ー
工
業
所 

小
柴 

強 

 

平
塚 

健
・
恭
子 

 

シ
ル
バ
ー
会 

代
表 

石
垣
・
坪
井 

 

株
式
会
社 

星
川
鉄
工
所 

金 

永
萬 

 

杉
本
め
っ
き
工
業 

株
式
会
社 

 

合
名
会
社 

一
秀 

中
塚
雅
和 

 

平
尾
建
築 

 

（
敬
称
略
） 

 
（
注
）
線
付
き
は
故
人
名
に
よ
る
寄
付
・
奉
納
で
す
。
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収
支
一
覧

収
入 

寄
付
金 

 
二
、
三
四
六
、
〇
〇
〇
円 

地
蔵
尊
会
計
か
ら 

・
修
繕
積
立
金 

 

二
、
〇
三
三
、
五
八
一
円 

・
修
繕
積
立
金 

 
 
 

五
三
二
、
三
四
二
円 

・
普
通
預
金 

 
 
 

八
三
一
、
四
五
〇
円 

町
内
会
会
計
か
ら 

・
修
繕
積
立
金 

 
 
 

七
三
八
、
九
三
二
円 

・
修
繕
積
立
金 

 
 
 

五
六
九
、
七
二
四
円 

預
金
利
子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
円 

合 

計 
 

七
、
〇
五
二
、
〇
三
四
円 

 
支
出 

工
事
費 

・
地
蔵
堂
修
復 

 

二
、
五
七
八
、
二
〇
八
円 

・
外
構 

 

一
、
一
八
四
、
七
四
〇
円 

・
擁
壁
強
化 

 
 
 

八
四
八
、
〇
五
〇
円 

・
井
戸
、
電
気 

 
 
 

四
八
一
、
九
〇
〇
円 

・
器
具
庫 

 
 
 

二
八
六
、
二
六
〇
円 

・
石
仏
屋
根 

 
 
 

一
七
四
、
〇
二
〇
円 

・
解
体
撤
去
、
他 

 
 

二
四
六
、
八
二
二
円 

・
消
費
税 

 
 
 

四
六
四
、
〇
〇
〇
円 

玉
垣
、
石
標 

 
 
 

四
七
〇
、
八
八
〇
円 

石
標
パ
ネ
ル 

 
 
 
 

一
〇
、
〇
〇
〇
円 

旧
玉
垣
修
理 

 
 
 
 

五
四
、
〇
〇
〇
円 
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記
念
冊
子 

 
 
 
 

七
一
、
九
二
八
円 

御
布
施
（
三
人
日
） 

 
 

六
〇
、
〇
〇
〇
円 

発
遣
供
養
菓
子
、
花 

 
 
 

二
、
一
二
七
円 

開
眼
法
要
紅
白
饅
頭 

 
 

三
一
、
五
〇
〇
円 

開
眼
法
要
子
供
菓
子 

 
 
 
 
 

八
〇
三
円 

ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
、
マ
ッ
チ 

一
、
〇
三
二
円 

献
灯
台
奉
納
プ
レ
ー
ト 

 
 

六
、
八
〇
四
円 

水
は
ね
防
止
マ
ッ
ト 

 
 
 

一
、
八
九
三
円 

ゴ
ミ
箱 

 
 
 
 
 

一
、
八
三
五
円 

散
水
ホ
ー
ス 

 
 
 
 
 

一
、
一
二
〇
円 

防
水
ス
プ
レ
ー 

 
 
 
 
 

一
、
〇
二
七
円 

防
犯
用
ワ
イ
ヤ 

 
 
 
 
 

 
 

七
三
四
円 

吊
り
下
げ
フ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

五
四
〇
円 

賽
銭
箱
錠 

 
 
 
 
 
 
 

五
三
七
円 

そ
の
他
備
品 

 
 
 
 
 
 
 

五
五
〇
円 

封
筒
、
切
手 

 
 
 
 
 

三
、
五
一
五
円 

ゴ
ム
印 

 
 
 
 
 

一
、
七
四
九
円 

領
収
証 

 
 
 
 
 
 
 

八
六
四
円 

そ
の
他
事
務
用
品 

 
 
 
 

一
、
〇
五
二
円 

延
長
ケ
ー
ブ
ル
焼
損
補
償 

 

七
、
二
一
四
円 

京
都
新
聞
著
作
物
使
用
料 

 

三
、
二
四
〇
円 

契
約
書
収
入
印
紙
（
折
半
） 

二
、
五
〇
〇
円 

打
合
せ
高
速
代 

 
 
 
 
 

二
、
一
二
〇
円 

会
議
費 

 
 
 
 

四
三
、
二
四
〇
円 

コ
ピ
ー 

 
 
 
 
 

五
、
二
三
〇
円 

合 

計 
 

七
、
〇
五
二
、
〇
三
四
円 

 



 

- 14 - 

実
行
委
員 

委
員
長 

小
柴 

美
仁 

副
委
員
長 

長
谷
川 

善
春 

委
員 

石
原 

綾
子 

 
稲
垣 

克
己 

 

河
口 
浩 

 

小
柴 
強 

 

西
村 

俊
治 

 

橋
本 

眞
佐
美 

 

平
塚 

り
え
こ 

 

水
野 

健
太
郎 

 

八
木 

康
次 
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第
二
部 

 

元・町内会子供神輿（株式会社西建所蔵） 
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由
緒 

 

『
日
向
地
蔵
尊
縁
起
』
よ
り 

（
漢
字
と
仮
名
を
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
） 

往
昔

お
う
せ
き

よ
り
日
向

ひ

む

き

地
蔵
尊
と
崇 あ

が

め
奉
り

た
て
ま
つ

世
人

せ

じ

ん

安
産
を
祈
り
疫
癘

え
き
れ
い

厄
難

や
く
な
ん

の
息
滅

そ
く
め
つ

を
請
し
て
霊
験

れ
い
げ
ん

を
蒙
る

こ
う
む

も
の
後 あ

と

を
絶

え
ず 

明
治
十
二
三
年
頃
廃
仏

は
い
ぶ
つ

毀
釈

き
し
ゃ
く

の
悪
風
伝
る
や
時
の
槇 ま

き

村 む
ら

知
事
は
石
仏
狩
り
な
る
暴
令
を
出
し
て
没
収
に
つ
と
む 

此
の
尊
も
そ
の
難
を
免
れ

ま
ぬ
が

ず
村
の
信
者
等
驚
き
て
俄
に

に
わ
か

抱
え
て
つ
り
て
僻 ひ

難 な
ん

せ
り 

数
年
の
後
事
止 や

み
還 か

え

り
安
置
し
給 た

ま

う 

そ
の
後
五
十
余
年
の
今
日
此 こ

の
地
域
よ
り
一
小
礫

し
ょ
う
れ
き

に
護 ご

字 じ

の
墨
記

ぼ

っ

き

さ
れ
た
る
を
探
し
得 

更
に
数 す

う

斗 と

の
小
石
に

一
々
経
文
字
の
記 し

る

さ
れ
た
る
が
掘
出
さ
れ 

さ
て
は
と
古
老

こ

ろ

う

の
言
を
含
み
そ
の
暴
令
当
時
に
散
失
せ
し
一
字
一

石
大
乗
妙
典

だ
い
じ
ょ
う
み
ょ
う
て
ん

塔
を
探
し
出
せ
り 
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在
所

ざ
い
し
ょ

に
は
相
当
の
石
品
を
換
え
贈 お

く

り
ぬ 

今
は
之 こ

れ
も
此
処

こ

こ

に
還
着

か
ん
ち
ゃ
く

し
給 た

ま

う 

依 よ
り

て
信
徒
有
志
者
相
集
り
地
蔵
尊
堂
を
修
理
し
大
乗
妙
典

だ
い
じ
ょ
う
み
ょ
う
て
ん

塔
下
に
一
字
一
石
の
経
文

き
ょ
う
も
ん

礫 れ
き

を
龕 が

ん

し
繞 め

ぐ

ら
す
に
玉

垣
を
以
て
し
石
階

せ
っ
か
い

を
疂 た

た

み
植
樹
風
致
清
浄
な
ら
し
む 

塔
背
に
知
る
安
政
五
年
十
月
建
立

こ
ん
り
ゅ
う

陽
泉
亭
松
村
徳
翁
居
士
書
写
功
徳

く

ど

く

の
信
意
に
も
相 あ

い

叶 か
な

い
た
り 

之 こ

れ
偏
に

ひ
と
え

列
名
信
者
の
熱
誠

ね
っ
せ
い

の
致
す
所
な
る 

尊
は
永
く
古
の

い
に
し
え

信
者
等
を
影
向

よ
う
ご
う

し
在
す

ま
し
ま

 

大
乗
妙
典

だ
い
じ
ょ
う
み
ょ
う
て
ん

と
は
恐
く
は
此 こ

の
大
功
徳

く

ど

く

も
蓮
花

れ

ん

げ

と
倶 と

も

に
地
上
に
涌
出

ゆ
う
し
ゅ
つ

開
敷

か

い

ふ

し
給 た

ま

う
を
尓 し

か

云 い

う 

 
 
 
 

法
末 

 
 
 
 
 
 
 
 

善
弘
記 

 

昭
和
四
年
十
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
注
）
善
弘
は
香
泉
寺
の
先
々
代
ご
住
職
で
す
。 
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日
向
地
蔵
の
歴
史 

日
向
地
蔵
尊
は
今
か
ら
百
六
十
年
前
の
江
戸
時
代
末
の
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に
大
乗
妙
典
塔
と
と
も
に
陽
泉
亭
松
村
徳
翁
居
士
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
安
政
と
い
う
時
代
は
、
日
本
各
地
で
相
次
い

で
大
地
震
が
起
こ
り
、
江
戸
幕
府
が
鎖
国
か
ら
開
国
へ
政
策
転
換
す
る

中
で
安
政
の
大
獄
が
起
こ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
混
乱
し
た
不
安
な
時
代

で
し
た
。
そ
ん
な
世
の
中
を
憂
え
た
徳
翁
居
士
が
、
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

法
華
経
の
文
字
を
書
い
た
小
石
を
埋
め
た
上
に
大
乗
妙
典
塔
を
建
て
、
日
向
地
蔵
尊
を
祀
ら
れ
た
の
で
す
。 

明
治
時
代
の
初
め
、
仏
教
を
捨
て
よ
う
と
い
う
廃
仏
毀
釈
（
は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く
）
運
動
が
日
本
中
で
起
こ
り
、

日
向
地
蔵
尊
も
危
う
く
破
壊
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
無
事
に
守
ら
れ
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
地
蔵
堂
を
新
築
し
て
再
び
お
祀
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は

文
字
の
書
か
れ
た
小
石
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
大
乗
妙
典
塔
が
探
し
出
さ
れ
、
地
蔵 一字一石大乗妙典塔 
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堂
の
修
理
と
周
辺
敷
地
の
整
備
が
行
わ
れ
て
、
こ
の
時
に
『
日
向
地
蔵
尊
縁
起
』
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
、
地
元
有
志
の
人
々
が
土
地
を
買
い
取
っ
て
共
有
財
産
と
し
、
平
成
十
四
年
（
二

〇
〇
二
）
か
ら
は
町
内
会
が
法
人
と
な
っ
て
お
堂
と
土
地
の
管
理
を
続
け
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
陽
泉
亭
松
村
徳
翁
居
士
と
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

残
念
な
が
ら
詳
し
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
関
係
あ
り
そ
う
な
陽
泉
亭
の
情
報
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

『
京
都
府
紀
伊
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
創
設
さ
れ
た
吉
祥
院
小
学
校
の
最
初
の
名
前『京都府紀伊郡誌』p69 
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が
陽
泉
亭
で
し
た
。
が
、
創
設
当
時
の
小
学
校
に
正
式
名
称
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
創
設
前
に
付
近
に
あ
っ
た
寺

子
屋
の
名
前
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
小
学
校
の
校
庭
北
側
に
昭
和
四
十
二
年
卒
業
生

に
よ
る
創
立
百
二
十
周
年
記
念
植
樹
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
逆
算
す
る
と
創
立
は
一
八
四
七
年

で
、
正
式
な
小
学
校
創
設
の
二
十
五
年
前
、
大
乗
妙
典
塔
建
立
の
十
一
年
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
後
期
、
吉
祥
院
村
に
陽
泉
亭
と
い
う
池
泉
庭
園
が
あ
り
ま
し
た
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九

九
）
刊
の
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
庭
園
主
人
の
松
翁
が
陽
泉
亭
を
造
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
庭
園
の
造

営
は
大
乗
妙
典
塔
建
立
よ
り
五
十
九
年
以
上
前
の
出
来
事
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
庭
園
の
陽
泉
亭
が
吉
祥
院

村
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
不
明
で
す
が
、
私
は
池
ノ
内
町
付
近
と
推
測
し
て
い
ま
す
。 

徳
翁
居
士
が
日
向
地
蔵
尊
を
祀
り
大
乗
妙
典
塔
を
建
て
る
前
の
歴
史
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

敷

地
内
に
あ
る
他
の
石
造
物
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

西
国
街
道
沿
い
に
移
設
し
た
愛
宕
山
常
夜
灯
に
は
、
大
乗
妙
典
塔

よ
り
少
し
古
い
天
保
五
年
（
一
八
三
五
）
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
今
回

愛宕山常夜灯 
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の
整
備
事
業
で
表
面
を
き
れ
い
に
し
て
、
初
め
て
こ
の
銘
に
気
付
き
ま
し
た
。 

新
た
に
屋
根
を
設
け
て
お
祀
り
し
た
小
石
仏
群
の
中
に
、
男
女
二
体
の
神
が
並

ん
だ
双
体
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。
道
祖
神
が
多
く
作
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
後

期
の
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
で
、
そ
の
他
の
小
石
仏
も
同
時
期
に
作
ら
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。 

小
石
仏
群
の
前
に
あ
る
小
型
の
五
輪
塔
は
、
ひ
と
つ
の
石
か
ら
彫
り
出
し
た
一

石
五
輪
塔
と
い
う
古
い
形
式
の
も
の
で
、
室
町
時
代
（
十
五
紀
半
ば
）
か
ら
江
戸

時
代
初
期
（
十
七
世
紀
半
ば
）
に
か
け
て
流
行
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

西
国
街
道
の
う
ち
京
都
か
ら
西
宮
ま
で
の
間
は
山
崎
街
道
と
も
唐
街
道
（
か
ら
か
い
ど
う
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
唐
街
道
の
名
前
は
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
（
一
五
九
二
年
、
一
五
九
七
年
）
の
際
に
派
兵
路
と
し
て
整

備
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
一
石
五
輪
塔
の
存
在
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
日
向
地
蔵
の
起
源
は
唐
街
道
の
成

立
し
た
十
六
世
紀
末
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
そ
う
で
す
。 

 

双体道祖神などの小石仏群 一石五輪塔 
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町
名
の
お
こ
り 

 

『
吉
祥
院
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
』
よ
り 

今
で
こ
そ
西
国
街
道
は
裏
通
り
と
な
り
、
国
道
一
七
一
号

線
に
幹
線
道
路
と
し
て
の
使
命
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
が
、
ひ
と

昔
前
ま
で
は
、
京
都
と
西
国
を
結
ぶ
メ
ー
ン
・
ル
ー
ト
と
し

て
の
役
割
り
を
果
た
し
た
大
切
な
道
路
で
あ
っ
た
。 

西
国
か
ら
上
っ
て
来
た
旅
人
が
、
京
都
の
街
を
目
前
に
、

「
三
軒
茶
屋
で
ひ
と
休
み
し
て
京
に
入
ろ
う
」
と
街
道
の
休

憩
所
扱
い
に
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の
西
ノ
茶
屋
町
で
あ
っ

た
。 勿

論
、
町
名
の
由
来
も
そ
の
茶
屋
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。 

『吉祥院小学校百周年記念誌』p39 
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茶
屋
と
言
っ
て
も
、
祇
園
な
ど
花
街
の
茶
屋
で
は
な
く
、
手
甲
脚
は
ん
に
わ
ら
じ
ば
き
の
旅
人
が
、
わ
ら
じ
の

紐
を
締
め
な
お
し
、
弁
当
を
開
い
て
都
に
入
る
前
の
腹
ご
し
ら
え
を
す
る
茶
屋
の
こ
と
で
あ
る
。 

茶
屋
は
、
街
道
の
西
側
に
三
軒
あ
り
、
人
々
は
こ
れ
を
、「
西
ノ
茶
屋
」「
上
ノ
茶
屋
」「
下
ノ
茶
屋
」
と
名
づ

け
て
明
治
以
前
は
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
の
湯
茶
の
接
待
で
大
い
に
繁
昌
を
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
西
高
瀬
川
に
舟
運
が
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
旅
人
の
流
れ
が
か
わ
り
、
往
年
の
面
影
は
消
え
去
っ

た
が
、
吉
祥
院
の
西
に
位
置
す
る
処
か
ら
、
人
々
は
此
の
地
を
西
ノ
茶
屋
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。 
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京
都
新
聞
記
事
「
伝
承
の
武
具
見
つ
か
ら
ず
」 

「
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
敗
走
、
埋
め
た
…
」 

伝
承
の
武
具
見
つ
か
ら
ず 

南
区
・
日
向
地
蔵 
石
塔
移
設
で
調
査 

「
地
域
の
文
化
大
切
に
」 

 

京
都
市
南
区
吉
祥
院
西
ノ
茶
屋
町
で
改
修
中

の
「
日
向
地
蔵
」
の
地
蔵
堂
で
、
近
く
に
あ
る

石
塔
が 

日
に
移
設
さ
れ
、
地
中
調
査
が
行
わ

れ
た
。
町
内
で
は
石
塔
の
下
に
は
経
（
き
ょ
う
）

の
文
字
を
書
い
た
小
石
の
ほ
か
に
武
具
が
埋
ま

っ
て
い
る
と
伝
わ
っ
て
い
て
、
地
元
住
民
が
興

味
深
げ
に
作
業
を
見
守
っ
た
。 

2018年 4月 14日(土) 京都新聞朝刊 22面掲載 

（京都新聞社提供） 

13 
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同
地
域
の
地
蔵
堂
近
く
に
あ
る
石
塔
は
「
一
字
一
石
大
乗
妙
典
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
石

塔
は
１
８
５
８
年
の
建
立
で
、
７
万
字
近
く
あ
る
経
を
一
つ
一
つ
書
い
た
小
石
が
納
め
ら
れ
た
。
石
塔
と
小
石
は

明
治
時
代
に
廃
仏
毀
釈
（
き
し
ゃ
く
）
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
が
、
１
９
２
９
年
に
現
在
地
に
戻
さ
れ
て
い
た
。

地
元
の
西
ノ
茶
屋
町
内
会
は
約 

年
ぶ
り
に
地
蔵
堂
の
改
修
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

市
文
化
財
保
護
課
の
職
員
と
住
民
た
ち
が
シ
ャ
ベ
ル
や
つ
る
は
し
で
地
中
を
掘
り
進
め
る
と
直
径 

セ
ン
チ
、

高
さ 

セ
ン
チ
の
石
の
容
器
が
出
て
き
た
。
中
に
は
、「
佛
」
や
「
若
」
な
ど
の
字
が
墨
で
記
さ
れ
た
小
石
２
１

５
個
と
寛
永
通
宝
１
枚
が
出
て
き
た
。 

近
所
の
自
営
業
稲
垣
克
己
さ
ん
（ 
）
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
頃
に
地
域
の
古
老
か
ら
「
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に

向
か
う
兵
が
一
服
す
る
場
所
で
、
敗
走
す
る
際
に
置
い
て
い
っ
た
刀
や
や
り
を
埋
め
た
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
。 

だ
が
、
刀
や
や
り
は
見
つ
か
ら
ず
、
地
蔵
整
備
事
業
実
行
委
員
長
の
小
柴
美
仁
さ
ん
（ 

）
は
「
武
具
は
ま
だ

ど
こ
か
に
埋
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
地
蔵
や
石
塔
は
地
域
の
文
化
と
し
て
長
く
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。 

小
石
は 

、 

日
の
午
前 

時
か
ら
正
午
ま
で
現
地
で
一
般
公
開
す
る
。 
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写
真
集 

 

（
写
真
提
供
：
八
木
康
次
氏
、
小
柴
強
氏
） 

2017年 9月 10日 整備内容説明会 

2018年 1月 28日 発遣供養 
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2018年 3月 4日 西側擁壁 

2018年 3月 12日 地蔵堂基礎 
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2018年 4月 15日 大乗妙典塔下の埋蔵容器と埋蔵品 

2018年 3月 28日 地蔵堂木組み 
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2018年 4月 21日 大乗妙典塔 

2018年 4月 15日 大乗妙典塔下の埋蔵品 
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2018年 4月 22日 地蔵堂瓦葺き 

2018年 5月 10日 玉垣 
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2018年 5月 27日 開眼法要 

2018年 5月 14日 全景 



 

 

 

 

西ノ茶屋町内会 
日向地蔵整備実行委員会 

2018 年７月 


